
写真 1 養殖カキにみられた 

大量の付着生物 

諌
早
湾
の
マ
ガ
キ
養
殖
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
付
着
生
物
対
策
に
つ
い
て 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

介
藻
類
科 

は
じ
め
に 

 

長
崎
県
で
は
、
近
年
、
カ
キ
養
殖
業
が
盛
ん
と

な
り
、
佐
世
保
の
「
九
十
九
島
カ
キ
」、
諫
早
湾

の
「
小
長
井
牡
蠣
」、「
華
漣
（
か
れ
ん
）」
及
び

「
瑞
穂
産
牡
蠣
」
、
大
村
湾
の
「
う
ず
潮
カ
キ
」

な
ど
、
県
内
各
地
で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
み
、
平
成

二
十
九
年
度
の
生
産
量
は
千
四
百
ト
ン
を
超
え
、

全
国
で
は
第
十
位
の
生
産
県
と
な
っ
て
い
ま
す

（
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
）
。 

し
か
し
、
カ
キ
養
殖
を
振
興
す
る
中
、
い
ま
だ

改
善
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
特
に
夏
季
の
大
量

へ
い
死
の
発
生
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
（
以

下
、
水
試
）
で
は
、
諫
早
湾
に
お
い
て
、
県
南
水

産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
カ
キ
養

殖
に
関
す
る
技
術
開
発
や
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 
 

今
回
、
夏
季
の
へ
い
死
対
策
の
一
環
で
実
施

し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
昨
年
度
か
ら
新
た

に
取
り
組
み
始
め
た
付
着
生
物
対
策
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て 

諫
早
湾
で
は
、
例
年
四
～
五
月
、
筏
に
種
貝
を

垂
下
し
養
殖
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
夏
に
か

け
て
の
水
温
上
昇
と
と
も
に
養
殖
カ
キ
（
以
下
、

カ
キ
）
へ
の
付
着
生
物
が
多
く
な
り
ま
す
。
中
で

も
厄
介
な
の
が
、
フ
ジ
ツ
ボ
類
と
ホ
ヤ
類
の
大

量
発
生
（
写
真
一
）
で
、
餌
の
競
合
や
殻
の
変
形

等
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
フ
ジ
ツ
ボ
類
は
、
出 

 

荷
す
る
際
に
剥
離
作
業
が
大
変
で
、
多
大
な
負

担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。 

 

     

 

 
そ
こ
で
、
水
試
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り

カ
キ
の
生
育
や
付
着
生
物
の
状
況
を
把
握
し
て
、

そ
の
年
の
生
産
見
込
み
や
、
地
元
か
ら
要
望
が

強
い
付
着
生
物
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
過
去
十
年
間
の
カ
キ
の
生
残
状
況

を
図
一
に
示
し
ま
す
。
七
～
十
月
の
生
残
率
は

二
十
一
～
九
十
二
％
と
年
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が

非
常
に
大
き
く
、
平
均
で
六
十
三
％
で
す
。
平
均

生
残
率
を
下
回
っ
た
年
は
、
十
年
間
で
半
数
の

年
で
平
成
二
十
一
～
二
十
四
、
二
十
九
年
に
な

り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
年
の
特
徴
と
し
て
、
二
十
一
年
と

二
十
四
年
で
は
フ
ジ
ツ
ボ
類
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ

イ
の
大
量
付
着
と
台
風
等
で
の
大
き
な
時
化
、

二
十
二
年
で
は
高
水
温
、
二
十
三
年
で
は
フ
ジ

ツ
ボ
類
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ
、
コ
ケ
ム
シ
の
大
量

付
着
が
、
生
残
率
の
低
下
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 



図２ モニタリング漁場の 

養殖カキ生育状況 

（％） 
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次
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
二
漁
場
の
十
一

月
に
お
け
る
カ
キ
の
生
育
状
況
（
過
去
二
年
）
を

図
二
に
示
し
ま
す
。
漁
場
間
で
は
、
平
成
二
十
九

年
に
個
体
重
量
と
殻
長
で
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
間
の
比
較
で
は
、
生
残
率
と
個
体
重
量
が

同
一
漁
場
で
も
異
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

二
年
間
の
比
較
で
も
カ
キ
の
生
育
状
況
は
一
定

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

     

 

 

こ
の
た
め
、
生
残
率
の
改
善
な
ど
安
定
生
産

に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
年
や

漁
場
で
変
化
す
る
カ
キ
の
生
育
や
付
着
生
物
の

状
況
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

付
着
生
物
対
策
に
つ
い
て 

付
着
生
物
の
大
量
発
生
は
、
先
に
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
夏
季
の
生
残
率
低
下
等
の
要
因
と
な

り
、
そ
の
対
策
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
県
を
含
む
全
国
各
地
で
様
々
な

取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
（
表
二
）。
具
体
的

に
は
、
カ
キ
に
生
物
を
付
け
な
い
付
着
防
止
と

付
着
し
た
生
物
の
除
去
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
前
者
で
は
広
島
県
等
の
深
吊
り
、
後

者
で
は
宮
城
県
等
の
温
湯
処
理
や
長
崎
水
試
で

の
淡
水
浴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ

も
実
用
化
に
課
題
が
あ
り
、
一
般
的
な
技
術
と

し
て
普
及
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。 

       

  

 

こ
の
よ
う
な
中
、
長
年
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か

ら
、
諫
早
湾
で
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
が
多
く

付
着
し
た
カ
キ
に
は
フ
ジ
ツ
ボ
類
等
の
付
着
が

少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
の
有
効
性
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
カ
キ
に
付
着
し
よ
う
と

す
る
フ
ジ
ツ
ボ
類
の
幼
生
を
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

類
が
捕
食
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

（
写
真
三
）。 

表２ 付着生物対策 

図 1 モニタリング漁場の養殖カキの生残率変化 



写真３ 養殖カキに付着したチギレイソギン 

チャク（A）とフジツボ類幼生を捕 

食する状況（B） ※Ｂは長崎大学提供 

 

 

写真 4 イソギンチャクを付着 

させなかったカキ（A） 

と付着させたカキ（Ｂ） 

 

        

そ
こ
で
、
水
試
で
は
湾
内
で
普
通
に
み
ら
れ

る
チ
ギ
レ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
着
目
し
、
長
崎

大
学
と
連
携
し
て
、
室
内
で
人
工
培
養
・
増
殖
さ

せ
た
本
種
を
カ
キ
に
付
着
さ
せ
、
養
殖
場
で
付

着
生
物
軽
減
効
果
を
確
認
す
る
試
験
を
昨
年
度

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
、
こ
の
二
年
間
は
台
風
に
よ
る

影
響
で
試
験
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
十
分
な

成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
種
を

水
槽
内
で
人
工
的
に
増
殖
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
、
今
年
度
は
試
験
中
に
本
種
を
付
着
さ

せ
た
カ
キ
に
ホ
ヤ
類
の
付
着
が
少
な
か
っ
た

（
写
真
四
）
こ
と
か
ら
、
ホ
ヤ
類
に
対
す
る
防
除

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
来
年
度

も
試
験
を
継
続
し
、
試
験
箇
所
数
を
増
や
す
な

ど
台
風
対
策
を
講
じ
て
、
成
果
に
繋
げ
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

      

  

お
わ
り
に 

令
和
元
年
度
の
諫
早
湾
で
は
、
夏
季
の
海
水

温
及
び
豪
雨
に
よ
る
塩
分
の
乱
高
下
の
影
響
か

ら
か
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
カ
キ
の
へ
い
死
が
み

ら
れ
、
今
漁
期
の
生
産
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

最
近
は
異
常
と
も
い
え
る
気
象
変
動
が
み
ら

れ
、
カ
キ
養
殖
を
安
定
的
に
続
け
て
い
く
に
は

非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
日
々
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ

り
、
カ
キ
の
生
育
状
況
や
漁
場
環
境
を
日
頃
か

ら
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
水

試
で
は
気
象
変
動
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
環
境

対
応
型
の
品
種
開
発
な
ど
も
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
の
農
林
水
産
祭
で
天
皇
杯
に

輝
い
た
宮
城
県
戸
倉
カ
キ
部
会
で
は
、
増
え
す

ぎ
た
養
殖
筏
を
三
分
の
一
に
減
ら
し
カ
キ
の
成

長
を
良
く
す
る
こ
と
で
生
産
量
を
二
倍
に
し
た

環
境
配
慮
型
の
養
殖
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
適
正
な
漁
場
管
理
も
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

（
担
当 

渡
辺
崇
司
）

 

        

 


